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202１秋 システム監査技術者試験 全国統一公開模試 講評と採点基準 

2021 年 9 月 25 日 (株)アイテック IT 人材教育研究部 

■ 全体講評 

 今回の公開模試は，以下の内容を根拠に，学習の成果

を適切に測定ができる試験であると評価します。 

①午後Ⅰ記述式試験では，問 3 の難易度が若干低かった

ですが，採点基準の調整によって基準内に平均点が収

まったこと 

②午後Ⅱ論述式試験では，問 1 はコンプライアンスに対

応する情報システムの整備とシステム監査ということ

で，個人情報保護法の改正に合わせたタイムリーな問

題であったこと，問 2 はパブリッククラウドサービス

を導入する場合の監査という，情報セキュリティの観

点及びシステム化効果のモニタの観点など論述しやす

い題材が出題されていること 

 次に，午後Ⅰ記述試験講評，午後Ⅱ論述式試験講評を

述べます。 

■午後Ⅰ記述式試験講評 

3 問中 2 問の選択になります。問 1 は営業員用のモバ

イル端末導入について，問 2 は SLA（サービスレベル

アグリーメント）についての監査，問 3 は衣料品の製造

販売業の在庫管理システムの監査です。 
システム監査技術者試験の午後Ⅰ記述式試験では，こ

のように，業種やテーマが広範囲に出題されています。

自分の経験や専門知識を活かせるテーマを選んで解答

することが大事です。 
問題の選択についてですが，基本的には問 1，問 2 を

選択する人が多いです。今回の試験では問 3 は“在庫管

理システムの監査”という，システム監査技術者試験で

は高い頻度で問われるテーマであったたため，均等に問

題が選択されています。これはよい傾向です。本試験に

おいても，問 3 まで問題の概要をチェックするようにす

るとよいでしょう。 
 次に記述式問題における確認項目を説明します。 
(1)キーワードを解答に盛り込む 

 記述式問題の採点では，複数の採点者が採点するため，

採点者による格差をなくす目的で，キーワードを中心に

採点することがあります。 
 問１では，ログなど問題文中にある重要キーワードを

解答に盛り込むことが重要です。この問題においてログ

に該当するキーワードとしては，“各モバイル端末への

プログラムの配信記録”があります。次に，詳細に記述

されている箇所に着目してキーワードを識別すること

も重要です。“プログラム属性の設定に「更新必須」の

フラグを立てておく”，“営業員番号，所属営業所番号及

び既契約番号の対応テーブル（以下，対応テーブルとい

う）”などの記述が該当します。 
 問 2 では，設問 2 の分析内容の解答に含まれる“遠方

の営業所”が該当します。 
 問 3 では，設問 2 の改善策に含むべき“帳簿上の数量”

あるいは“帳簿上の在庫数量”が該当します。 
 試験対策セミナにおいて，記述式問題の解答を添削し

ていてキーワードが解答にない理由を，受講者にヒアリ

ングすることがあります。高い頻度で「解答欄に解答を

書く際に，空欄が足りないのでキーワードを書けなかっ

た」という回答をもらいます。そのとき私は「もったい

ない」と言ってしまいます。解答欄の空欄不足でキーワ

ードを解答欄に書けない場合，面倒でも解答を消しゴム

で消して書き直して，得点に必要なキーワードを確実に

解答に盛り込むようにしましょう。 
(2)設問で問われている内容と解答の語尾を合わせる 

 問 2 設問 2 において，設問でレポート名について問わ

れているにもかかわらず，“アクセスログ”などのログ

の名称を書いている解答が散見されました。“アクセス

ログ分析レポート”などレポート名に寄せて解答を表現

するようにしましょう。 
 問 3 設問 2 において，設問で理由が問われているにも

かかわらず，対策を書いている解答などが散見されます。

理由を問われた場合は，基本的には「～ため」や「～か

ら」という語尾にするとよいでしょう。“理由”につい

ては，語尾が不適切な解答は，厳しいですが，不正解と

しています。 
(3)設問文にある解答条件を満たす解答を作成する 

具体的には，問 3 の設問 2 の“棚卸しリストを改善す

るとしたら”が該当します。“バーコードを活用するな

ど”設問条件を満たさない解答は，部分点がないと考え

てください。 
(4)“因果関係”で解答を導く 

すなわち，問題文にある“因”を基に解答である“果”

を導くようにします。具体的には，問 1 設問 4 が該当し

ます。問題文にある“全体としてはモバイル端末の活用

が進むほど営業成績も上がるという傾向が確認できた”

という“因”の記述から，“果”として“使い方”に関

わる解答を導きます。 
(5)問題文中にないことを確認してから解答者がキーワード

を作る 

解答に必要なキーワードが問題文中あるか探してく

ださい。問題文中にないことを確認した上で，解答に必

要となる言葉を作って解答するようにしましょう。具体

的には問 2 設問 2 の監査証拠が該当します。 

合格への本当のノウハウ！ 
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記述式問題の点数は，ボーダーラインである 60 点付

近に集中します。以上の五つの内容に留意して，解答を

作成して，なおかつ，時間が余ったら解答を見直すとい

う気構えで本試験に臨むようにしましょう。 
■午後Ⅱ論述式試験講評 

2 問中 1 問の選択になります。問 1 は，コンプライア

ンスに対応する情報システムの整備とシステム監査，問

2 は，パブリッククラウドサービスを導入する場合の監

査です。 
基本ができていないと，午後Ⅱ論述式試験突破は難し

いです。午後Ⅱ論述式試験では，次の点を確認してくだ

さい。 
(1)名詞を問うている場合，あるいは，箇条書きのタイト

ル，以外では，体言止めを使用しない。 
(2)略字を使用しない。 
(3)禁則処理を行う。 
(4)“である”調に統一する。 
(5)“お客様”，“いただく”，“～殿”などのていねい語は

使わない。 
(6)問題冊子や解答用紙で指定された方法で問題を選択

しているかを確認する。 
(7)解答冊子における，設問イやウの論述開始箇所を確認

する。 
(8)「実績と実積」，「購買と購売」，「概要と概用」，「相談

と想談」，「当該，当核」，「部門，部問」などの誤字が

ないかを見直す。 
 システム監査技術者試験の午後Ⅱ論述式試験では，出

題範囲が広いために，ポイントを絞った事前学習が難し

いです。したがって，(1)管理と監査の違いを説明できる

こと，(2)リスク要因，リスク，コントロール，確認すべ

きポイント（監査要点，），監査手続，監査証拠の考え方

をしっかりと習得しておくこと，が重要です。 
 基本的な論述の仕方ですが，確認すべきポイントを挙

げておきます。 
(1)採点者が採点しやすいように，設問文に沿った章立て

をする。 
(2)採点者が採点しやすいように，設問文で問われている

キーワードを使って論述する。 
(3)過度に我田引水せず，趣旨に沿って論述する。 
(4)監査手続には，監査手続を適用する対象，監査技法を

含めて表現する。 
監査手続に“閲覧”，“精査”，“突合”，“インタビュー”

などの監査技法を盛り込んで表現することは重要です。 
何を基に確認するのか，明確ではない監査手続が散見

される傾向があります。監査手続の解答を作成したら，

監査手続を適用する対象を含めて表現しているかを確

認するとよいでしょう。実際に他者に指示をして監査手

続を実行できるように，具体的に表現することが重要で

す。 
 
■問題ごとの午後Ⅰ記述式試験講評 

問１ 営業員用のモバイル端末導入 

 この問題では，ログなど問題文中にある重要キーワー

ドを解答に盛り込むことが重要です。この問題において

ログに該当するキーワードとして，“各モバイル端末へ

のプログラムの配信記録”があります。 
次に，詳細に記述されている箇所に着目してキーワー

ドを識別することも重要です。“プログラム属性の設定

に「更新必須」のフラグを立てておく”，“営業員番号，

所属営業所番号及び既契約番号の対応テーブル（以下，

対応テーブルという）”などの記述が該当します。 
 “因果関係”で解答を導きます。すなわち，問題文に

ある“因”を基に解答である“果”を導くようにします。

具体的には，設問 4 が該当します。問題文にある“全体

としてはモバイル端末の活用が進むほど営業成績も上

がるという傾向が確認できた“という“因”の記述から

“使い方“に関わる解答を“果”として導きます。 
【採点基準】 

［設問１］ 

解答例にある“トランザクション番号”や“タイムス

タンプ”というキーワードが盛り込まれていなくても，

解答例の趣旨に合った解答であれば 10 点。その他は，

基本的に 0 点。 
［設問 2］ 

原因については，“更新必須”を必須とし，解答例の

趣旨に合った解答であれば 6 点。その他は，基本的に 0
点。監査証拠については，“プログラム属性の設定”，“プ

ログラムの配信記録”を必須とし，解答例の趣旨に合っ

た解答であればそれぞれ4点。その他は，基本的に0点。 
［設問 3］ 

“対応テーブル”を必須とし，解答例の趣旨に合った

解答であれば 10 点。その他は，基本的に 0 点。 
［設問 4］ 

解答例の趣旨に合った解答であれば各 8 点。その他は，

基本的に 0 点。 
【講評】 

 問題によっては，段落の最後に正解を導くためのヒン

トが書かれていることがあります。この問題では，〔設

問 4〕のヒントが段落の最後に書かれています。それを

見逃さないようにして，高得点を得るようにしましょう。 

［設問１］ 

設問では，不具合の発生について，システム監査人が

さらに調査を行おうとした理由が問われています。〔シ

ステム監査の実施〕において，受注データが二重に送信
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された旨が書かれています。サーバ側に二重データをも

った場合，システム監査人は，トランザクション番号と

タイムスタンプによって二重データの検出ができると

考えます。この検出ができない理由としては，サーバ側

のプログラムにバグがある可能性があります。したがっ

て，「サーバ側にあるプログラムにバグがあり，二重デ

ータをもつ可能性があるから」などという解答も正解と

します。 
［設問２］ 
 厳しいですが，問題文中に括弧で囲まれている“更新

必須”を必須のキーワードとし，これを含まない解答は

不正解としました。 
監査証拠については“プログラム属性の設定内容”を

監査証拠とする理由は分かりやすいですが，“プログラ

ムの配信記録”を監査証拠とする理由が分かりにくい可

能性があるので補足します。問題文の〔システム監査の

実施〕(2)において，“古い方法で保守料が設定”という

ことから，システム監査人は，いつの時点のプログラム

なのかを知るために，“プログラムの配信記録”を監査

証拠としたと考えてください。 
［設問３］ 

高い正答率でした。厳しいですが，“対応テーブル”

を含まない解答は不正解としました。 
［設問４］ 

高い正答率でした。 
 

問２ SLA（サービスレベルアグリーメント）についての監査 

 この問題では，設問 2 で問われている監査証拠が，問

題文中にキーワードとして記述されていません。解答を

作成する場合，まず，解答に必要なキーワードが問題文

中にあるか探してください。問題文中にないことを確認

した上で，解答者が必要となる言葉を作って解答するよ

うにしましょう。 
【採点基準】 

［設問１］ 
(1)解答例の趣旨に合った解答であれば 8 点。その他は，

基本的に 0 点。 
(2)解答例の趣旨に合った解答であれば 8 点。その他は，

基本的に 0 点。 
［設問２］ 

①の分析内容において，“遠方の営業所”又は“全て

の営業所”を必須とし，解答例の趣旨に合った解答であ

れば 7 点。その他は，基本的に 0 点。 
①の監査証拠において，解答例の趣旨に合った解答で

あれば 2 点。その他は，基本的に 0 点。 
②の分析内容において，解答例の趣旨に合った解答で

あれば 7 点。その他は，基本的に 0 点。 

②の監査証拠において，解答例の趣旨に合った解答で

あれば 2 点。その他は，基本的に 0 点。 
［設問３］ 

①について，解答例の趣旨に合った解答であれば 8 点。

その他は，基本的に 0 点。 
②について，解答例の趣旨に合った解答であれば 8 点。

その他は，基本的に 0 点。 

【講評】 

 この問題では，問題文に書かれている頻度が多く，解

答に必要なキーワードが問題文にないので，解答者が作

成する必要があります。それに慣れていない受験者にと

っては，難易度の高い問題となりました。キーワードが

問題文中にないため，正解の範囲が広がったとも言えま

す。“因”となる問題文中にあるヒントを基に，“果”と

なる解答を導く演習と考えてください。 
［設問１］ 
(1)SLA における管理項目は，運用部門の立場ではなく，

利用者の観点から設定されることが重要です。具体的に

は，CPU 利用率ではなく，応答時間ということです。

この設問では，その点を踏まえて解答するとよいでしょ

う。 
(2)取締役会における確認事項について問われています。

問題文中の〔システム監査の概要〕(1)にある“サービス

レベルとそれに見合った料金設定かどうかが，まず争わ

れる”という記述から導かれる解答を正解として採点し

ました。 
［設問２］ 
 ①の分析内容では，〔システム監査の実施と監査結果〕

(2)①にある“遠方の営業所の状況調査が不十分である

“という記述を踏まえて，“遠方の営業所”あるいは“全

ての営業所”を必須のキーワードとしました。 
［設問３］ 
高い正答率でした。 
 

問３ 衣料品の製造販売業の在庫管理システムの監査 

この問題では，設問文にある解答条件を満たす解答を

作成することが重要です。具体的には，問 3 の設問 2 の

“棚卸しリストを改善するとしたら”が該当します。設問

条件を満たさない解答は，部分点がないと考えてくださ

い。 
 設問 4 ではレスポンスタイムとターンアラウンドタ

イムの違いを問うているなど，難易度の低い設問のある

問題です。本試験は，全ての問題に目を通して問題を選

択するようにしましょう。 
【採点基準】 

［設問１］ 

“バーコード”を必須とし，解答例の趣旨に合った解
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答であれば 10 点。その他は，基本的に 0 点。 
［設問２］ 

改善策については，“帳簿上の在庫”あるいは“帳簿

上の在庫数量”を必須とし，解答例の趣旨に合った解答

であれば 5 点。その他は，基本的に 0 点。 
理由については，解答例の趣旨に合った解答であれば

5 点。その他は，基本的に 0 点。 
［設問３］ 

解答例の趣旨に合った解答であれば 10 点。その他は，

基本的に 0 点。 
［設問４］ 

解答例の趣旨に合った解答であれば 10 点。その他は，

基本的に 0 点。 
［設問５］ 

解答例の趣旨に合った解答であれば 10 点。その他は，

基本的に 0 点。 
【講評】 

 在庫管理では，“在庫を引き当てる”という表現が高い

頻度で使われます。この表現ができていない解答が散見

されました。本試験までに使えるようにしましょう。 
［設問１］ 
 “バーコード”を必須とし，このキーワードがない解

答については，厳しいですが不正解としました。 
［設問２］ 
 高い正答率でした。棚卸しにおいてバーコードを読み

込ませる旨の解答がありました。“棚卸しリストを改善

するとしたら”という解答条件を満たしていないため，

厳しいですが不正解としました。 
 〔在庫管理業務の運用手順〕にある“実際の数量を数

えて帳簿上の数量と差異がある場合だけその差分を記

入”という記述を踏まえて，差分の記入の改善を指摘す

る解答が散見されました。改善して実際の数量を入力す

るようにしても，実際に数量を数えないという問題は解

消されないことを根拠に，厳しいですが，差分記入の改

善に関わる解答は不正解としました。 
［設問３］ 

電話オペレータによる通販の処理時間帯が問題文に

書いていない，夜間のテレビショッピングは夜間も頻繁

に行われていることを根拠に，夜間バッチ処理による在

庫引き当てについての解答も正解としました。 
［設問４］ 
 高い正答率でした。 
［設問５］ 
 高い正答率でした。 
 

 

 

■合格に向けての学習 

〔午後Ⅰ記述式試験〕 

 公開模擬試験の結果をレビューしましょう。それが終

わったら，本試験問題などを演習して，得点できなかっ

た設問について，解答解説と自分が導いた解答を比較し

て，ギャップが生じた原因を分析する方法は，得点力を

上げる方法の一つです。ぜひ，実践してみてください。 
〔午後Ⅱ論述式試験〕 

 公開模擬試験のレビューをしたら，弱点を自己診断し

対策を講じましょう。 
 監査手続を書けない受験者が散見されることが，IPA
の試験講評の内容から分かります。論述式試験のため

に，監査手続の対象，監査技法を含む監査手続を書ける

ようにしておきましょう。 
 本番のシステム監査技術者試験の午後Ⅱ論述式試験

では，見たことがない問題が出題されると考えてくださ

い。出題範囲が広いからです。そのため，システム監査

における基本的な，リスク要因，リスク，コントロール，

確認すべきポイント（監査要点），監査手続に関する知

識を整理しておきましょう。知識を使え，応用できるよ

うにしておくことが重要と考えます。 
 本試験で見たことがない問題に直面しても，焦らない

ことです。受験会場のほぼ全員がそのように感じている

からです。“しっかりと専門知識を習得しているから大

丈夫”と考え，問題文の趣旨をヒントにして論述内容を

自分の頭から絞り出すようにしましょう。 
 

■本試験での注意 

(1)記述式問題では 3 問とも概要を確認 
本試験では，問 3 まで余裕をもって問題の概要をチ

ェックしてから解答する問題を選択しましょう。 
(2)集中力の適切な配分 
本試験は，開始から終了まで長時間行われます。今回

は会場受験が中止になりましたが，自宅等で行った公開

模擬試験で体験した体力の消耗度や集中力の低下など

を参考にして，試験開始から午後Ⅱ論述式試験が終了す

るまで，集中力を上手に配分して，試験の途中で力尽き

ないようにしましょう。 
(3)他人事ではない！問題選択の記入漏れへの留意 
 記述式問題の解答では，問題選択の記入漏れは少ない

です。ですが，全て郵送にもかかわらず，論述式問題で

は 3％ほど記入漏れがありました。論述式問題における

問題選択の記入漏れは，決して他人事ではありません。

本試験では，解答提出時の最終確認を，怠らないように

してください。 
合格に向けて，がんばりましょう。 

－以上－ 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


